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第
44
回
雪
と
火
の
ま
つ
り
は
２
月

13
日
、
町
民
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
三

島
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
の
再
現
を
メ
イ

ン
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
朝
か
ら
、
桧
原
地
区
と

川
井
地
区
の
方
々
が
サ
イ
ノ
カ
ミ
作

り
を
行
い
、
高
さ
20
メ
ー
ト
ル
以
上

の
御
神
木
を
立
て
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
登
地
区
の
方
々
の
指
導

の
も
と
、
三
島
小
・
三
島
中
の
児
童

生
徒
と
い
わ
き
市
四
倉
か
ら
は
約
50

名
が
訪
れ
、
サ
イ
ノ
カ
ミ
作
り
を
体

験
し
た
ほ
か
、
普
段
は
体
験
で
き
な

い
雪
の
中
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

団
子
さ
し
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
女
性

部
の
皆
さ
ん
が
協
力
。
ま
た
、
御
護

符
も
ち
が
町
内
旅
館
宿
泊
客
に
も
配

1.2_サイノカミを立てた桧原、川井地区

の皆さん 3_サイノカミ立て（写真は中学

生）4_サイノカミ立てを体験した四倉地

区の子どもたち 5_開会の挨拶をした板橋

健也観光協会会長 6_色とりどりに飾られ

た団子さし 7_ 雪の中で楽しい一日を過ご

した子どもたち 8_ 雪上ストラックアウト

9_ 人権擁護のＰＲの様子 10_アンコウの

つるし切りを披露した若松光さん（いわき

市四倉）11_採火式を執り行った若林正光

さん（滝谷）12_鳥追いと松明行列の様

子 13_勢いよく燃えたサイノカミと、願い

を込めて打ち上げられた花火 14_くじ付

きのみかんまきで福を引き寄せました

第
44
回
雪
と
火
の
ま
つ
り

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
会
場

で
は
模
擬
店
や
楽
し
い
雪
上
イ
ベ
ン

ト
、
み
か
ん
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

町
内
外
の
１
４
２
業
者
が
協
賛
し

て
く
だ
さ
り
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
雪

と
火
の
ま
つ
り
の
開
催
を
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、小正
月の行事「サイノカミ」や、野山の材料
で作る「編み組細工」などの伝統が受
け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。

雛流し
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本協議会会長（矢澤町長）のあいさつ

三島町の農業について話し合う
三島町地域農業再生協議会

　三島町地域農業再生協議会が２月１８日に開催されま
した。各集落の農事生産組合長、認定農業者等が出席し、
２７年度の実施状況と２８年度の方針についての協議と、
東北農政局や会津坂下農業普及所との意見交換を行いま
した。

スノーフラッグヒップアップレースの様子

雪上に広がる歓声
第２２回すってんコロリンピック
　すってんコロリンピックは 2 月 27 日、町営スキー場で
開催され、子どもから大人まで約 50 名が参加し、楽しい
種目に熱戦を繰り広げました。スノーフラッグヒップアッ
プレースやゲレンデの上から一斉にまかれるスーパーみか
ん拾いなど、他のスキー場では体験できない楽しいイベン
トが行われ、子どもも大人も一緒に参加して楽しみました。
また、昼食は地域の方々がカレーライスや焼きそば等を販
売し、イベントを盛り上げました。

スキー場でソリ乗りを楽しむ子どもと保護者

保育所ソリ乗り大会
子どもたちが元気に滑走
　三島保育所ソリ乗り大会は 2 月 19 日、町営スキー場
で行われました。子どもたちはソリを持って斜面をど
んどんかけ登り、元気よく滑っていました。保護者の
方々も子どもたちと一緒にソリに乗り、楽しいひと時を
過ごしました。また、ソリ乗りの他に、お菓子拾いな
ど楽しいイベントがありました。当日は、最高の天気に
恵まれ、スキー場に子どもたちの歓声がこだまし、笑
顔があふれていました。

子どもたちが豆をまき鬼を退治しました

保育所で節分の豆まき
鬼は～そと、福は～うち！

　三島保育所で 2 月 3 日、節分の豆まきが行われました。
子どもたちが集まったお遊戯室に、鬼が雄叫びを上げて
登場し、子どもたちは勇気を出して豆をまくと、鬼はこっ
そり逃げていきました。続いて子どもたちが鬼の役と豆
まきの役に分かれ、各部屋で豆まきを行い、保育所に福
を呼びました。また、年の数だけ豆を食べ、健やかな成
長を願いました。

流しびな作りを体験しました

流しびな作りを体験
「桐の子隊」

　児童が放課後に各種体験を行う「桐の子隊」は 2 月 18 日、
三島小 1 年生・2 年生が参加し、町民センターゆめぽけっ
とで行われました。高清水地区で受け継がれる年中行事「ひ
な流し」の流しびな作りを体験しました。高清水地区の方々
が講師となり、千代紙で雛人形を作りました。「ひな流し」
は毎年 3 月 4 日に行われ、ほかでは見られなくなった貴重
な年中行事であり、町外からも見学者が多数訪れています。

新年会では会員同士が親睦を深めました

若松三島会総会・新年会開催
会員が懇親深める

　三島町出身の会津若松市近郊に在住される方々が集う
若松三島会の総会は、2 月 28 日に会津若松市の会津迎賓
館で開催されました。矢澤町長が当町のまちづくりにつ
いて講演を行い、その後新年会には、会員の方々と町長、
町議会議員など、約 55 名の方が参加し、ふるさと三島町
の話題で懇親を深めました。

み し ま の 出 来 事TownNews
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　立春も過ぎ、春に向かっている 2 月 7 日に大きな数珠
を持って各家庭を巡る「百万遍」が行われました。「魔
除け」、「厄除け」、「疫病除け」のため、家の方々と一緒
に「なんまいだ・なんまいだ」と唱えながら、一生懸命
に心を込めて大きな数珠を回していました。数珠には、
鎮魂・追善・豊穣・除災等の思いが込められているよう
です。小さな地区の行事ではありますが、継続していけ
ればと思います。また、3 月 4 日の「雛流し」のための
準備も進められています。

　２月６日、間方地区では、美女帰の里まがたと老人クラブによる
「輪投げ・豆まき大会」を行いました。これは、ふれあいリフレッシュ

事業として、町社会福祉協議会からの助成を受けて実施している
もので、冬期間は、家の中に閉じこもりがちで、地区民どうしがふ
れあう機会が少ないこと、かつて節分には、子ども達が家々を回っ
て賑やかに豆ひろいをしていましたが、今は子どもが居なくなって
しまいその風景が見られなくなってしまったことから、高齢者だけ
でも豆まきを楽しもうと行っているものです。開会式、準備体操、
そしてチーム編成をして、和気あいあいの中にも豪華賞品をかけた
真剣勝負の輪投げ大会が行われました。輪投げ大会終了後、優勝
チームが豆やお菓子をまき、参加者全員で賑やかに豆ひろいを行
いました。その後、豆やお菓子を食べお茶を飲みながら振り返り、「童
心に帰って楽しかった」、「もっと沢山参加してほしい」等の意見が
出されました。

参加者全員で賑やかに豆ひろいを行いました

検定の緊張感から解き放され
安堵の表情で講評を聞く受験者

　２月１４日、町営スキー場において、三島スキークラブ主催
によるバッジテストが行われました。スキークラブでは、毎年
この時期に実施しています。バッジテストは全日本スキー連盟
が定めるアルペンスキーの技能テストで、級別テスト（1～ 5 級）
とジュニアテスト（1 ～ 6 級）があり、自分の滑りの腕前なら
ぬ足前を確認するのに最適です。今回、級別テストに 2 名、ジュ
ニアテストに 3 名が挑戦し、全員がそれぞれの級に合格され
ました。後日バッジが渡されます。おめでとうございました！
さらに上を目指して頑張ってください。町営スキー場は、小さ
いながらも、学校教育や社会教育に、雪国に暮らす私たちの
生涯スポーツにとって、かけがえのない身近な運動施設です。
近隣のスキー場が、持続困難な状況になっていく中で、おに
ぎりを持って行けば、一日中遊べる身近なスキー場があること
は素晴らしいことです。スキー場のある地区のみなさんや町民
のみなさん、そして、スキー場の運営に関わってくださってい
る全ての皆さんに、感謝したいと思います。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）川井友愛サロン2月の行事
　川井友愛サロン（代表角田タニ子さん）の２月の行事は、「元
気でまっせ体操」でした。１７日はあいにくの雪降りでしたが、
集合時間の午前１０時には大勢の同好会員が川井集会所に集
まりました。元気でまっせ体操とはどんな運動をするのか期
待と不安で、落ち着かない会員も居たようですが、地域包括
支援センターの片山先生からユーモアたっぷりのご挨拶を頂
き、テレビモニターを見ながらの、楽しいストレッチ体操に
すっかりのめり込んでしまいました。足腰伸ばし体操で体を
ほぐし、元気の出たところで片山先生を囲んでの茶話会も大
盛会でした。同行されて、いろいろと助言をたまわった町民
課の五十嵐義展さんのお話も大変有意義でした。川井友愛サロンで行われた「元気でまっせ体操」

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）幻想的な光に包まれた雪の野づら川井
　２月８日から１４日までの１週間、川井下居平地区の雪原が幻想的な
七色の光に包まれました。東日本大震災と原発事故で傷つけられた福
島県を再生させる目的で組織された「森のはこ舟アートプロジェクト」
事業の一つ「森・光・水」部門の展示が川井地区を会場に開催された
ものです。筑波大学の先生と学生が、約半年かけ工夫考案した光の展
示物を、地元の自然エネルギー研究会員の作成した小水力発電機で発
電した電気で発光させ、雪原や土蔵、ビニールハウスに仕掛けたアー
ト作品をみごとに完成させたのです。「かわいのすがた」「奥会津のルリ」

「囲い」「雪で育つ春」の４部門は学生、「光と影」は指導者逢坂卓郎特
任教授の作品で、使い終わったサデ細木やマタタビかごなどの道具に
感謝を込め、雪の下で春を待つ草木のたくましさ、川井地区特産の蝶
キマダラルリツバメの妖艶なきらめき、命のみなもとホウズキの妖し
げな色合い、雪原の森を淡い七色の光に包む光景を通して、雪中の生
活に耐えながらも躍動の春を待つ川井地区の姿を表現して下さったも
のと、感謝、感動しながら鑑賞する人々であふれる１週間でした。

ビニールハウスに仕掛けたアート作品

　宮下分館と宮下地区が例年行っている「ふれあい事
業」が 2 月 21 日、宮下活性化センターにおいて、近藤
勇彦さん（宮下）を講師に千代紙を使用した「鶴のコー
スター」作りを行いました。宮下、荒屋敷、中平地区の方々
約 40 名が参加し、世界に一つだけのコースター作りに
励みました。終了後には、地元有志の皆さんが作った「す
いとん」が振る舞われ、参加された方々は充実した一日
を過ごしました。

千代紙により「鶴のコースター」を作った参加者の方々

町民記者通信

心を込めて大きな数珠を回しました

文・写真　町民記者　菅家壽一さん（間方）「輪投げ・豆まき大会」行われる間方地区

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）高清水地区に伝承されている「百万遍」

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）世界に一つだけの？「コースター」出来たよ
～子どもと高齢者の交流事業～　

文・写真　町民記者　菅家壽一さん（間方）「スキーバッジテスト」行われる
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み
ん
な
の
公
民
館

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始

壮快
マキノ出版

　登山愛好者に人気の情報誌。3 月号の
特集は「総点検！山の " カラダ "」。一生、
登山を続けるために、自分の体を知り、
体力をつけよう。

たまごクラブ
ひよこクラブ
ベネッセ

　妊娠・出産・子育てに戸惑うママたち
の気がかりを解消し、幸せな育児生活を
応援。離乳食の進め方や赤ちゃんのお世
話、病気のケアなど役立つ情報たっぷり。

　登山愛好者に人気の情報誌。3 月号の

山と渓谷
山と渓谷社

　健康長寿に関するさまざまな情報を掲
載。4 月号の特集は「病気を治したけれ
ばこのスープを飲みなさい」。

㉄
三
島
町
公
民
館

☎
︵
48
︶
５
５
９
９

◎
川
井
地
区
で
筑
波
大
の
学

生
に
よ
る
光
の
ア
ー
ト
展

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
光
の
ア
ー
ト
展
覧
会

「
森 

光 

水
」
は
２
月
８
日

か
ら
14
日
ま
で
、
川
井
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に

続
く
県
事
業
「
森
の
は
こ
舟

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
、
筑
波
大
の
逢
坂
卓

郎
特
任
教
授
と
村
上
史
明
准

教
授
、
学
生
18
人
が
地
区
内

の
数
カ
所
に
作
品
を
展
示
。

高
輝
度
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
を
使
用

し
、
雪
景
色
と
一
体
と
な
っ

た
光
の
美
し
さ
を
表
現
し
ま

し
た
。（
７
ペ
ー
ジ
に
関
連

記
事
）

　

学
生
た
ち
は
当
町
で
の
調

査
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
制

作
。
編
み
組
細
工
や
キ
マ
ダ

ラ
ル
リ
ツ
バ
メ
な
ど
、
町
の

文
化
や
自
然
を
表
現
し
た
作

品
に
仕
上
げ
、
点
滅
さ
せ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
工
夫

を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

電
力
供
給
に
は
会
津
み
し

ま
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

会
（
岩
渕
良
太
会
長
）
が
協

力
。
メ
ン
バ
ー
の
石
川
彰
さ

ん
（
大
谷
）、
小
栗
文
夫
さ

ん
（
大
谷
）
が
地
区
内
の
水

路
に
設
置
し
た
水
車
で
発
電

し
、
ア
ー
ト
作
品
ま
で
配
線

し
て
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
日
産
自
動
車
が

Ｅ
Ｖ
車
か
ら
の
電
力
供
給
に

協
力
。
そ
の
電
力
は
会
津
若

松
市
の
風
力
発
電
所
で
蓄
電

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
展
示
期
間

中
は
午
後
５
時
30
分
か
ら
３

　

三
島
町
で
発
見
さ
れ
た
古
文
書
の

な
か
で
最
も
古
い
も
の
は
、
桑
原
の

河
越
卿
さ
ん
の
家
か
ら
見
つ
か
っ
た

桃
山
時
代
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
に
、
豊
臣
秀
吉
が
行
っ

た
「
太
閤
検
地
」
に
よ
り
、
土
地
と

年
貢
の
権
利
関
係
が
明
ら
か
に
な
る

に
つ
れ
、
村
と
村
と
の
境
界
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
地

で
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
「
出で

入い
り

」（
争

い
）が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

桑
原
村
と
宮
下
村
も
、
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
年
）
の
検
地
帳
へ
の
書

き
込
み
の
誤
り
が
も
と
と
な
り
、
双

方
が
開
発
し
た
焼
畑
の
所
有
権
を
め

ぐ
っ
て
出
入
と
な
り
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
年
）
に
近
隣
の
村
々
の

肝き
も

煎い
り

（
村
の
代
表
）
等
の
調
停
で
解

決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
桑
原
村
の
肝
煎
に
手
渡

さ
れ
た
の
が
今
回
紹
介
す
る
史
料
と

な
り
ま
す
。
原
書
の
ま
ま
、
紛
失
も

せ
ず
今
に
残
さ
れ
た
こ
と
は
驚
く
べ

き
こ
と
で
、大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

も
し
、
ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
☎
（
52
）
２
１
６
５

川井地区に展示された光のアート作品

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 2 回

水路に設置された水車発電

　
桑
原
と
宮
下
田
畠
出
入
の
儀
、
無
事
に
つ
き
覚
え

書
の
事

一
　
高
土
山
、
上
小
屋
両
所
の
山
は
、
桑
原
、
宮
下

立
ち
会
い
開
き
申
す
は
、
文
禄
三
年
の
御
検
地
に
、

桑
原
の
雅
樂
助
な
わ
お
や
に
て
下
畠
二
反
に
付
き
宮

下
の
帳
へ
入
れ
候
間
、
一
反
分
の
年
貢
桑
原
よ
り
宮

下
へ
相
べ
ん
ず
べ
き
事

一
　
高
土
山
の
儀
は
先
規
に
従
い
立
ち
合
い
の
儀
候

間
、
向
後
も
立
ち
会
い
さ
す
べ
く
、
開
く
も
双
方
手

柄
次
第
に
あ
る
べ
く
、
開
作
互
い
に
違
乱
あ
る
ま
じ

き
事

一
　
ま
ほ
り
の
宮
の
焼
畑
下
畠
二
反
宮
下
源
兵
衛
と

付
け
、
桑
原
の
帳
へ
入
れ
候
間
、
年
貢
宮
下
よ
り
桑

原
へ
相
べ
ん
ず
べ
き
事

一
　
少
分
つ
つ
五
ヶ
所
構
え
候
う
ち
、
四
ヶ
所
宮
下

へ
付
け
候
間
、
四
ヶ
所
の
年
貢
桑
原
よ
り
宮
下
へ
相

べ
ん
ず
べ
き
事

一
　
右
の
出
入
り
と
も
、
本
帳
を
以
て
せ
ん
さ
く
の

上
に
て
こ
の
如
く
申
し
、
果
金
相
済
候
間
、
向
後
自

然
出
入
り
の
儀
候
は
ば
、
申
し
出
方
非
分
た
る
べ
き

事一
　
右
の
年
貢
と
り
や
り
の
儀
、
こ
の
以
前
の
事
は

双
方
算
用
を
以
て
用
立
て
相
済
候
、
来
秋
よ
り
は
厳

重
に
と
り
や
り
あ
る
べ
く
候
事

一
　
作
職
は
先
々
の
如
く
な
す
べ
き
事

　
　
以
上

　
　
慶
長
二
年
六
月
二
十
一
日

　
　
　
満
田
長
右
衛
門
　
花
押

　
　
　
安
田
勘
介
　
　
　
花
押

　
　
　
大
谷
村
肝
煎
　
　
　
　
杢
之
丞
　
印

　
　
　
大
の
ほ
り
村
之
肝
煎
　
十
郎
左
衛
門
　
花
押

　
　
　
河
井
村
之
肝
煎
　
　
　
周
防
　
印

　
　
　
西
方
村
肝
煎
　
　
　
　
太
郎
兵
衛
　
印

　
　
　
な
い
り
村
之
肝
煎
　
　
帯
刀
　
印

　
　
　
あ
さ
ま
た
村
肝
煎
　
　
与
右
衛
門
　
印

　
　
　
す
な
こ
原
村
肝
煎
　
　
掃
部
介
　
印

　
　
　
同
ゆ
も
と
の
肝
煎
　
　
十
郎
右
衛
門
　
印

　
　
　
や
き
澤
村
肝
煎
　
　
　
八
郎
左
衛
門
　
印

　
　
桑
原
肝
煎
　
雅
樂
助
と
の
へ
　

　
　
　
　
　
同
　
惣
百
姓
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る

※
原
文
に
は
句
読
点
も
送
り
仮
名
も
な
く
、
こ
れ
は

読
み
下
し
た
も
の
で
す
。

　

広
報
み
し
ま
２
月
号
で
紹
介
し
た
『
滝
谷
組
風

土
記
』
は
、
山
之
内
吉
右
衛
門
に
よ
り
書
か
れ
た

と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
確
に
は
吉
右
衛
門
の
父

も
し
く
は
祖
父
で
あ
る
治
部
左
衛
門
の
時
代
に
書

か
れ
た
も
の
を
吉
右
衛
門
が
筆
写
し
た
も
の
と
な

り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂正

時
間
ほ
ど
点
灯
し
、
川
井
地

区
に
優
し
い
光
の
空
間
が
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

学
生
の
滞
在
中
は
、
森
田

喜
美
代
さ
ん
（
川
井
）、
長

谷
川
洋
子
さ
ん
（
川
井
）
ら

が
食
事
提
供
な
ど
に
協
力
し

ま
し
た
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
事
務
局
と
し
て
、
三
澤

真
也
さ
ん
（
浅
岐
）、
五
十

嵐
健
二
さ
ん
（
宮
下
）
が
事

業
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
来

年
度
も
継
続
す
る
予
定
で
、

大
学
や
企
業
と
の
交
流
か
ら

新
た
な
展
開
を
図
り
ま
す
。 川井地区で活動した筑波大の学生たち

慶
長
二
年
六
月
桑
原
と
宮
下
田
畠
出
入
之
儀
無
事
ニ
付
覚
書
之
事

当
町
に
現
存
す
る
最
古
の
古
文
書

※各種雑誌をそろえています。持ち出しはできませんので、図書コーナーでご覧ください。

現
存
す
る
三
島
町
最
古
の
古
文
書
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三
島
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

4
17
月

日
㊐
棄
権
し
な
い
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
時
間　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　

※
お
届
け
す
る
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場
合

　
　

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す

　
　

の
で
、
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
身
分
証
明

　
　

書
等
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】　

4
月
13
日
㊌
か
ら
4
月
16
日
㊏
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

問
三
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）
☎
（
48
）
５
５
１
１

㉄生活工芸館 ☎ 0241（48）5502 福島県大沼郡三島町大字名入字諏訪ノ上 395　
     http://www.okuaizu-amikumi.jp

㊟当日は大変込み合うことが予想されます。また雪が降ることもある時期ですので、お車の運転などには
十分注意してお越しください。

第 35 回三島町生活工芸品展 9：00～16：00 生活工芸館

第 15 回全国編み組工芸品展 9：00～16：00 交流センター山びこ

平成 28 年 3 月12日㊏・13日㊐  開催

入賞者表彰式、展示販売、実演、体験コーナー

　

む
が
し　

あ
っ
た
ど
ぉ

　

じ
い
様
ど
ば
あ
様
が　

や
っ
た
ど
ぉ

い
っ
つ
も　

い
っ
つ
も　

じ
い
様
は
山
さ
木
切
り
さ
行
ぐ
だ
ど
ぉ

ば
あ
様
は　

い
っ
つ
も　

い
っ
つ
も　

機
織
り
し
っ
た
ど
ぉ

　

さ
で　

春
木
切
り
の
頃
だ
。
冬
じ
ゅ
う
機
織
っ
て
だ　

ば
あ
様

「
じ
い
様　

じ
い
様
。
こ
れ　

三
年
み
つ
き
ど
二
十
九
日
か
が
っ
て　

こ
し
ゃ
っ
た
布
だ
。

た
っ
ぷ
り
ど
一
反
あ
っ
か
ら　

売
っ
て
き
て
く
ん
つ
ぇ
」

「
な
ん
だ
ど
ま
ぁ
、
に
し
て
も　

根
気
の
良
い
や
つ
だ
な
ぁ
。
有
り
難
ぇ　

有
り
難
ぇ
。

早
速
町
さ
行
っ
て
こ
べ
ぇ
」

　

つ
う
ど　

町
さ
出
掛
け
だ
ど
ぉ
。
村
下
ま
で
来
た
ら
ば　

地
蔵
様
お
ら
っ
て
な
ぁ
、
今
朝

が
ら
の
春
雪
か
ぶ
っ
て　

も
ぞ
ぉ
せ
ぇ
な
ぁ
ど　

思
っ
た
っ
け
ど
。

「　

の
の
や
〜
〜
の
の
（
布
）　

の
の
や
〜
〜
の
の
（
布
）　

」

じ
い
様　

ず
な
〜
い
声
で　

じ
な
っ
て
も
、
な
ん
ぼ
う
歩
い
で
も
歩
い
で
も　

ね
っ
か　

布

は
売
れ
ね
ぇ
だ
ど
ぉ
。

「　

の
の
や
〜
〜
の
の
（
布
）　

の
の
や
〜
〜
の
の
（
布
）　

」

し
も
か
み
歩
っ
て
も　

売
ん
に
ぇ

「
な
ん
と
も　

し
ょ
う
ね
ぇ
な
ぁ
、
ば
あ
様
も
が
っ
か
り
し
ん
べ
な
ぁ
」

晩
方
に
は
な
ん
べ
ぇ
し
寒
く
は
な
ん
べ
ぇ
し
、
帰
る
ほ
が
ね
ぇ
ど
思
っ
て
ば
あ
様
の
事
思
っ

た
ら
ば
、
地
蔵
様
ん
ど
ご
も
思
っ
つ
け
だ
ど

「
ん
だ　

ん
だ
、
地
蔵
様
だ
。
買
い
手
が
ね
ぇ
だ
が
ら
・
・
・
」

つ
う
ど
、
じ
い
様　

ド
ン
ド
ン
村
さ
も
ど
っ
て
来
ゃ
っ
た
ど
。

「
地
蔵
様　

地
蔵
様
、
の
の
（
布
）
売
ん
に
ゃ
が
っ
た
。
地
蔵
様
ぁ　

ど
う
が
受
げ
ど
っ
て

く
ん
つ
ぇ
ま
ぁ
だ
雪
も
降
る
。
雨
も
降
る
」

つ
う
ど　

地
蔵
様
さ
の
の　

巻
い
て
く
っ
ち
ゃ
ど
ぉ
。せ
ぇ
が
ら
ト
ッ
ト
コ
家
さ
来
た
ど
ぉ
。

「
ば
ぁ
さ
ん　

ば
ぁ
さ
ん
、の
の（
布
）は
売
ん
に
ぇ
が
っ
た
が
ら
、地
蔵
様
に
着
せ
で
来
た
ぞ
」

つ
っ
た
ら　

ば
あ
様
も
、
大
喜
ん
び
し
ゃ
っ
て
な
ぁ

民
話

第
60
話

布　

地　

蔵

元
話　

故　

小　

柴　

モ　

ト
さ
ん
（
西　

方
）

再
話　
　
　

五
十
嵐　

七　

重
さ
ん
（
西　

方
）

五
十
嵐　

フ
ミ
イ
さ
ん
（
大　

谷
）

今
日
は
目
出
度
い
祝
い
の
日
　
め
で
た
づ
く
し
で
ほ
め
ま
し
ょ
う

ま
ず
は
き
た
の
家
　
旦
那
の
そ
の
た
い
は

お
客
様
に
御
馳
走
た
く
さ
ん
し
ん
ぜ
た
い

お
こ
ど
も
さ
ん
の
そ
の
た
い
は
　
飲
み
た
い
食
い
た
い
遊
び
た
い

お
若
い
衆
の
そ
の
た
い
は
　
逢
い
た
い
見
た
い
添
い
た
い
と

年
寄
り
衆
の
そ
の
た
い
は
　
孫
子
た
く
さ
ん
も
う
け
た
い

さ
〜
て
私
の
そ
の
た
い
は
　
お
ん
客
様
に
心
の
底
か
ら
笑
っ
て
も
ら
い
た
い
と

ほ
　
ほ
　
敬
っ
て
申
す
〜
〜

ほ
め
こ
と
ば

「
そ
れ
は
　
良
い
ご
ど
し
ゃ
っ
た
わ
ぁ
。
な
ん
ぼ
う
喜
ん
び
ゃ
っ
た
べ
ぇ
わ
」

つ
っ
ど
、
地
蔵
様
の
ご
ど
　
語
り
か
だ
り
　
寝
や
っ
た
そ
う
だ
。

　
し
た
ら
ば
　
今
度
ぁ
夜
中
ん
な
っ
て
　
に
ぎ
や
か
な
声
に
目
ぇ
さ
め
だ
ど
ぉ

　
　
　
　
　
の
の
（
布
）
〜
爺
は
　
ど
ご
だ
ん
べ
ぇ
〜

　
　
　
　
　
の
の
（
布
）
〜
婆
は
　
ど
ご
だ
ん
べ
ぇ
〜

　
　

の
の
（
布
）
〜
爺
は　

ど
ご
だ
ん
べ
ぇ
〜

　
　

の
の
（
布
）
〜
婆
は　

ど
ご
だ
ん
べ
ぇ
〜

夜
中
だ
も
の
、
じ
い
様
ど
ば
あ
様
は　

ふ
と
ん　

つ
っ
か
ぶ
っ
て
朝
ん
な
っ
た
ど
ぉ

　

そ
ん
じ
ぇ　

そ
ろ
ら
そ
ろ
ら
庭
さ
出
だ
ら　

家
前
ぇ
に
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
カ
ネ
が

え
っ
ぺ
ぇ　

え
っ
ぺ
ぇ　

あ
っ
た
だ
ど
ぉ
。

　
　

の
の
（
布
）
〜
爺　

ザ
ッ
ク
ラ
シ
ョ

　
　

の
の
（
布
）
〜
婆　

ザ
ッ
ク
ラ
シ
ョ

ざ
っ
と　

む
か
し
が
さ
か
え
た　

ど　
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ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附

（ご遺志によるもの）

大　竹　重　壽　様（滝　谷）

角　田　善　一　様（浅　岐）

久保田　昭　英　様（間　方）

五十嵐　一　浩　様（大　谷）

佐　藤　　　実　様（宮　下）

五十嵐　　　功　様（大　谷）

長　郷　春　雄　様（間　方）

目　黒　良　雄　様（滝　谷）
　空気が乾燥して火災が発生
しやすい季節になりました。火
災予防運動は、住民の皆さま
に防火に対する意識を一層高
めていただき、火災の発生を
防止することにより、尊い生命
を守り、貴重な財産の損失を
防ぐことを目的としています。

火事と救急・救助は

１１９番
会津坂下消防署 三島出張所

☎（52）3032

無
防
備
な

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
３
月
１
日
㊋
～
７
日
㊊

会津みどり農業協同組合

が町に寄附
　会津みどり農業協同組合長谷
川正市代表理事組合長が、３月
１日の合併に伴い、余剰金を町
に寄附しました。２月 9 日、髙
畑三則代表理事専務が役場を訪
れ、矢澤町長に目録を手渡しま
した。

矢澤町長に目録を手渡す髙畑代表理
事専務

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン
浅岐あったかサロン
　3 月 9 日㊌  10：00～
　浅岐集会所
サロン名入
　3 月 18 日㊎  10：00～
　名入公民館

ご寄附
ありがとうございました

㊟住民基本台帳による数値です。増減は前
月との比較、出生・死亡・転入・転出は前
月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
２月１日現在

人口 1,765 -1 出生 1
男 856 死亡 1
女 909 -1 転入 2

世帯 789 転出 3

▶国民健康保険税　　随時

▶介護保険料　　　　随時
    （普通徴収）   

▶後期高齢者保険料　随時
　（普通徴収）

忘れずに納付ください。
役場 町民課

３月の納税
納期限 ３月３１日

病棟看護師のつぶやき

 福島県立宮下病院
主任看護技師　倉橋祐次

　手指には、一時的にしか生存
できないウイルス・微生物が存
在することがあります。普段気
をつけていても、微生物は口や
鼻の粘膜から体に侵入し、様々
な病気を体に及ぼすことがあり
ます。そのため、病院で行われ
る感染予防対策の基本は、「手
指衛生」「手洗い」です。「手洗い」
は、病院の感染予防のみならず、
誰もが家庭でできる感染予防
のひとつです。見た目はきれい
に見える手でも、微生物はたく
さんついています。ドアノブや
洗面所、トイレ周辺などよく手
を触れる場所は、手についた微
生物で汚れやすい箇所と言えま
す。手をきれいに保つためには、

「掃除」と「手洗いのタイミング」
が重要です。特に「手洗い」は、
外出後、食事の前、トイレの後、
掃除の後、ご家族の介護の前後
に行うことで、手についた微生
物を汚れと一緒に洗い流すこと
ができます。「手洗い」の重要
性を家族で理解し、継続して手
洗いを行うことは、病気の予防、
家庭での感染予防に役立ちます
ので、心がけて実施していきま
しょう。

国家公務員
採用試験

　人事院では次のとおり国家公務員
採用試験を実施します。申し込みは
インターネットで行ってください。
◆総合職試験（院卒者・大卒程度）
申込受付　4 月 1 日㊎～ 11 日㊊
第１次試験　5 月 22 日㊐
◆一般職試験（大卒程度）
申込受付　4 月 8 日㊎～ 20 日㊌
第１次試験　6 月 12 日㊐
◆一般職試験（高卒者）
申込受付　6 月 20 日㊊～ 6 月 29 日㊌
第１次試験　9 月 4 日㊐
※申込方法や受験資格など詳しくは、
人事院ホームページまたは下記まで
お問い合わせください。
問人事院東北事務局 第二課試験係
　☎ 022（221）2022
人事院ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

国税専門官
採用試験（大卒程度）

　国税専門官は国の財政を支える重
要な仕事を担い、税務署等において
調査・徴収・検査や指導などを行う
税のスペシャリストです。
◆受験資格　①昭和 61 年 4 月 2 日
から平成 7 年 4 月 1 日生まれの者　
②平成 7 年 4 月 2 日以降に生まれた
者で次に掲げる者（1）大学を卒業し
た者および平成 29 年 3 月までに卒
業する見込みの者（2）人事院が（1）
と同等の資格があると認める者
◆受験申込受付期間
①インターネット　4 月 1 日㊎～ 13 日㊌
②郵送・持参　4 月 1 日㊎～ 4 日㊊
◆受験申込方法　原則インターネッ
トによる申し込みとします。郵送ま
たは持参用の受験申込書は、最寄り
の税務署で配布します。
◆第１次試験　5 月 29 日㊐
問仙台国税局 人事第二課
　☎ 022（263）1111

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 ね ら い 1
忍 び 込 み
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 1
自 販 機 ね ら い
車 上 ね ら い
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 3 0
その他刑法犯等 6 0
全 刑 法 犯 9 0

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月）

三島町での刑法犯（1月）0件
架空請求詐欺にご用心！
　昨年の県内における架空請
求被害は、48 件で 1 億 7 千 9
百万円です。

　被害にあわないために！
①知らない会社などからの電話や
　メール、ＦＡＸで
「サイト料金が未納です」
「法的手続きをとります」

との通知がきたら、支払う前に警
察へ相談してください。
②コンビニエンスストアなどでイ
ンターネット用ギフト券や電子マ
ネーを購入させ、ＩＤを教えるよ
う要求するのは詐欺なので、絶対
に教えないでください。

還付金詐欺にもご用心！
　役所等の公的機関の職員を名の
り、「医療費の還付金があります」
等と話す不審電話が相次いでいま
す。ＡＴＭを操作して還付金を受
け取ることはありませんので、ご
注意ください。
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ご支援・ご協力ありがとうございました
　高齢者の方も覚えがないほど雪の少ない冬となりました。それでも、いつもの冬
は、いつ「ドカ雪」に見舞われるのかと、雪国特有の不安が付きまといます。高齢
者の方にとっては、なおさらのことかと思います。そうした不安と、肉体的困難を
抱える降雪時期に、毎年、いわき明星大学では災害ボランティア演習として三島町
に入り、高齢者宅等の除雪ボランティアを実施しています。平成 18 年から活動が
始まって、今年でちょうど 10 年を迎えました。除雪作業という直接的なものに加え、
若い方の思いやりの姿勢が安心感につながっているように感じます。今年は、学生、
教授合わせて 20 名が２月６日から 8 日まで滞在し、中日を金山町での活動とし、
三島町では高齢者宅９戸、公共施設２ケ所の除雪を実施しました。

三島町での除雪ボランティア 10 年
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三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　いわき明星大学の除雪ボランティアが 2
月 6 日から 8 日までの 3 日間、三島町・金
山町に訪れました。同大学の学生は毎年高
齢者世帯の除雪に貢献されています。今年
は例年になく降雪が少ない年でありました
が、高齢者宅においては少しの雪でも大変
苦労しています。桧原地区では 2 月 6 日の
午後から教員 1 名、学生 2 名、社会福祉協
議会、地区民生児童委員の計 5 名で実施さ
れました。終了後には住民から感謝の言葉
が伝えられました。大変ご苦労様でした。

桧原地区
文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）

西方地区
文・写真　町民記者　本名与四郎さん（西方）

　２月７日、午後７時より西方ふるさとセンターにおいて、いわき明星
大学生による雪かたしボランティアとの「西方地区交流会」が行われま
した。今年は、例年になく積雪が少ない状況ではありましたが、桧原、
西方、沼田、中田各地区における一人暮らしの住宅脇や西隆寺参道や
三島保育所軒下を中心に３日間の予定で雪かたしボランティア活動が行
われました。参加人員は男子学生１６名と教師４名の総勢２０名がふる
さとセンターを宿泊先として自炊生活をしながら活動しました。交流会
に参加したいわき明星大学を代表して福田教授の挨拶を皮切りに、大
学生や地区役員が一人一人自己紹介を行い、交流を深めることができ
ました。また、区長の二瓶辰雄さんがおもてなしの気持ちとして、体の
芯から温まる「肉汁」を提供され、学生の皆さんや先生方は会津なら
ではの冬の味覚を堪能していました。
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